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本 誌 掲載 時 は ここ で 編集 様 に 前 られ : 
な ん の 相談 も 無く こん な こと すり ゃ まあ 怒る 


う 。 


この 号 か ら 本 誌 を 読ん だ 人 は 
訳 が 分 か ら な か っ た に 違い な い 。 
これ 以降 は 、 こ の 番外 編 が 
どん な 内 容 に な る は ず だ っ た の か を 
簡単 に まとめ て み 


この 後 、 エ クセ ル 達 は 岩田 た ちの 惨劇 跡 を 
掃除 し な お す 事 に な る 。 
夕日 の 中 で マグ ロ 拾 い 。 

「 人 間 っ て な か な か 死な な いん だ な あ 。」 
エク セル の 微妙 な 台詞 が 酸 鼻 を 際立た せる 。 


人 E 


気 を 取り 直し て 放課後 、 聞 の 生徒 会 に 出席 。 
な ん で 聞 な の か は 謎 。 
今日 の 議題 は 学園 の 地下 に 眠る 秘宝 を 
いか に し て 手 に 入れ る か で ある 。 
3 コマ で 超 古 代 卒業 文集 を 手 に 入れ た 
エク セル は 、 五 コマ で 古代 アク ロス 学園 の 秘宝 、 
巨大 エメ ラル ド を 手 に する 。 


担当 曰く 、 
「 読 者 を 置い て いく の も 休み 休み に し ろ 。」 
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この 噂 は 、 噂 尾 を 通じ て 翌日 の 
2 時 間 目 に は 校内 を 席巻 する 。 
エメ ラル ド を 狙っ て 

エク セル 達 を 襲う 生徒 た ち ! 
さら われ た ハイ アッ ト (いつ の 間 に ) | 
を 取り 戻す 為 、 

エク セル の 鋼鉄 の パチ ンコ が うな る ! 


し か し 、 学 園 最強 の 番長 は 
、 既 に 危篤 状態 だ っ た 


そし て 、 こ こ で 究極 の 職員 室 に 
至高 の 校長 室 か ら 命 令 電波 が 下る 。 

「 学 園 変形 せよ !」 

いや 、 別 に エク セル 達 と は 関係 無く 。 


助かっ た の は 体育 の 授業 で マラ ソン を し て いた 
エク セル 達 だ け だ っ た ! 


エク セル が 叫ぶ ! 

「 い け ! メ ンチ ロボ !」 

絶対 無力 ロボ 、 メ ンチ が 発信 する 。 

…" の は 流石 に や りす ぎ か と 思い 、 や め た 。 
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地下 の (地下 ! ?) 間 の 生徒 会 室 か ら 間 の 生徒 会 長 ・ イ ル パ ラ ッ ツ オ の 激 が 飛ぶ 。 
「 双 点 は 目 だ !!」 


カリ オス トロ な 時 計 塔 チェ イス の 末 に 、 
エク セル の 銅 鉄 の パチ ンコ か ら 
発射 され た 巨大 エメ ラル ド が 
校 査 ロボ の 目 に あたる 窓 に 大 命中 。 
つい で に 室内 に いた 「 至 高 の 校長 室 」 に 
ポイ ズン 電波 を 送っ て いた 
「 絶 対 の 理事 長 」 蒲 腐 に 超 命中 。 
する と 、 な に や ら 悪 い モ ノ に 
と りつ か れ て いた っ ぽい 区 腐 が 正気 に 戻り 、 
「 フ … や れる か も 6 ・ お まえ な ら ば …」 


終業 チャ イム が 鳴り 響く …… い っ た い 誰 が 為 に な っ て いる の か 。 
大 ピン チ の 自分 を 救う た め 、 命 を か け て 結局 死な な か っ た ハイ アッ ト と 肩 を 並べ 、 エ クセ ル が ゆく 。 
彼女 達 に 休息 の 時 は 無い 。 そ う 、 明 日 か ら 修学 旅行 な の だ 。 


担 コ 
へ ん じ が な い 、 た だ の し か ば ね の よう た 
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これ も 人 焼 肉 の 回 
自分 で 見 て いて も 「 こ れ は ちょ っ と 」 と 思う 。 


な ん か ク ド さ が 足り な い 。 
そう 思っ た の で 描き な お し た 
区 府 は 、 実 は か な り 描く の が 楽し い キ ャ ラ で 」 

ほう っ て お く と 無節操 に ク ド ー く 描き こん で 行っ て し まう 。 
非常 に 時 間 を くっ て し まう キャ ラ で ある 

どれ くら い ク ド いか と いう と 、 シ ャ ワー シー ン は で っ か ぐ 
直 に 描く 予定 だ っ た が 、 「 そ れ は ちょ っ と …」 と 
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り は 、 


画面 の バカ さ 加 減 を 


史 K の DOUK00S7 SKE7CJg00K の ある 
の コマ は 大 本 人 松 の 絵 の 修 正 と いう よ 
「 岩 田 ビジ ョ ン 」 と し て 、 


アッ プ す る 修正 で ある 


効果 を デジ タル に 置き 換え て いる 。 
研究 の 余地 は 尽き な い が 、 今 まで と 違っ た ニュ アン ス も 
られ る の な ら ば と 、 ギ ャ グ へ の 応 放 を 研究 中 で ある , 


それ に 則 し て 実験 も 含め 、 単 行 本 内 の いく つか の コマ の 
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* 且 


重たい 物 が 高 出力 で 欠 動 し 

と いう 表現 で 、 掲 載 時 に な 』 

進ま な い 止ま ら な い 人 型 の 動き を 、 

な ん と か 表現 し よう と し て みた が … わ か り に くい だ ろう か 。 


完全 に パース が 狂っ て いる 。 

絵 で これ は ちょ っ と と 思い 修正 。 
指示 を 間違え な けれ ば 手間 は 半分 で すん だ と いう 、 
責め られ て し か る べき 修正 
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六本松 設定 時 ラフ の ひと っ 。 
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アニ メ 企 画 初期 、 製 作 サイ ド に 渡し た 資料 の 一 部 。| NN \ 
ノリ だ け で 描い て た こと が バレ バレ で ある 。 
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か な り 初 期 1-3 巻 途中 ) ま で 4 
使っ て いた 服装 指定 書 。 

作画 解釈 は 途中 で 

か な り 変え て し まっ た の で 、 
現在 の 作画 に は ほとん ど 4 
あて で はまら な く な っ て し まっ た 。 ] 
例外 的 に 変化 が 少な い の が 
イル パラ ッ ツ オ で ある 。 
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ん か 青 気 な コメ ント が 
まだ 描い て な い 、 色々 書い て ある が 、 無 理 も な い 。 | 


コン バー オン の バイ ト の 回 の る | 
) ー メ 前 提 で 描い て いる わけ で は u ) 
絵 で の 作画 を 前 提 に し た 効 | 
[、 多 衣 し て いる 自覚 も ある の : 


1 開 じ た 折 へ の 科 了 を し て も ら わ ね ば 
絶対 に 動か な い 絵 で あろ う 。 


アニ メ ・ 漫 画 両者 の 特性 は 、 以 外 に 遠い も の で 
ある と 作者 は 考え て いる 。 
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と いっ て 順 主役 を オミ ッ ト す る わけ に も … 
別に スタ ッ フ を 困ら せよ うと 思っ て 
描い た わけ じゃ あな いけ れ ど … 
今一つ 世間 様 に 迎合 し て いな い の も 
確か で ある … 
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イル パラッツォ は 残っ て いる ラフ が 少な い : 
何故 か と いう と 、 男 性 キャ ラ の な か で 唯一 、 一 
当時 の 作者 の 地 絵 そ の まん ま の 
デザ イン だ っ た か ら で あ る 。 


「 悩 まず に 書け マー ス 」 

「 レ リ で 描け マー ス 」 と か 

甘い こと を 言っ て いた の で 、 
ー 絵柄 の 変化 の あお り を 


N ダイ レク ト に 出し て 
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な ん の か ん の と ラフ の 多い 女性 キャ ラ 。 
婚 び な い キ ャ ラ な の で 、 逆 に 緊張 し て 描く こと が 多い 。 
か っ こい い 服 装 を させ て や り た く な る キャ ラ 。 
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や は り 放任 キャ ラ は 天 送 1 

頁 恒 だ っ た と 見 えて 、 昌 も 2 

8 決 そい で まで を ゃ や 1 。 
電化 トー ん も を も 4 で Csc て 

=yets PR 
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ES 2 RY で PS 
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ョ Tyr 全 ト 誠 負 衝 
よもや 着脱 され よう と は ( 笑 ) 
や っ ぱり マズ か っ た 医者 た ち 。 


全 を 
し か し 、 マ ズ か っ た 理由 が 「 医 者 と いう 職業 を "" 
愚 弄 し て は いけ な い 」 と いう 理由 だ っ た の が ピピ っ た 。 
日 本 医療 協会 か な ん か か ら 圧 力 で も か か る ん だ ろか 、 
くわ ば らく わ ば ら ( 笑 ) 

マズ い 理 由 は て っ きり アレ か と ・…・。 


い / 交 の 


対比 表 。 
以外 だ が 最大 身長 は イル バ パラッツォ で 、 
最小 は 六本松 2 式 で ある 。 
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当初 は も うす こし ミス テリ アス (まあ 別 な 意味 
な っ ちゃ っ た が ) な 性 格 に な る 予定 だ っ た が … 

最初 に [し ゃ が ん だ 」 時 、 作 者 の 中 で 何 か が 吹っ飛ん だ 。 

女性 客 を 呼び そう で 呼ば な い キャ ラ 。 

し か も 、 ほ と ん ど 作 者 の 現在 の 地 絵 に 近い の で 描き や すい こと この 上 な い 。 


ミス テリ アス に 


フー ュ 全 よっ 
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の 全 に 人 A1N4 


b 人 RA 4 


と ゆ 
ほとん ど 決定 稿 に 近い ラフ 。 
頭 部 の パー ツ 関 連 の 調整 を 整理 し て 決定 稿 に 至る 。 
六本松 あたり の キャ ラ に な る と 、 準 備 期 間 が や た ら と 
長い の で 、 ラ フ 画 が 山 の よう に 存在 する 。 
^ “作者 の 苦手 な 佐 年 齢 キャ ラ な の で 、 練 習 も 茹 ね て 
、 やたら と 描い た 覚え が ある 。 
計 叶 * を トーーー そ う 、 お そら く 、 最 後 の メ イン キャ ラ な の だ か ら 。 
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1 
六本松 改修 後 の バ パー ジョ ン 。 | /Y 


もつ ネ コミ ミ に こだわ り 出し た の か は 覚え て いな い - 
の w 放 へ 現在 の デザ イン に 至る 面影 が ある ラフ しか 
へ もう 残っ て は いな い が 。 
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最近 よう や く 使用 し た 住吉 の 部 屋 設定 。 
いろ ん な 知り 合い の 装備 を 足し て 割ら ず に 
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住居 周辺 の デザ イン 。 

田舎 で も な く 都会 で も な ぐ …。 
某 F 市 市 内 辺境 の 雰囲気 。 
作者 が 学生 時 代 を 浪費 し た 
空間 の 天 囲 気 で ある 。 
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10 月 日 55 時 45 分 


テレ ビ 東 京 に て 
スタ ー ト ! 
根性 で 受信 せよ ! 


きよ り .2915 介 同 に な り ます 
9 9 年 1 0 月 当時 。 
是 時 びに ヨー ロッ 
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内 容 に よっ て は 矢 可 を 求め て で も ネタ に し た りす る が 。 
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上 記 の 繁 に 建物 や 資料 を 実名 で 表記 する の は コン テ 時 の み で 、 本 作業 で は で きる だ け 
、「 わ か る 人 に は レベ ル 」 ま で ボカ すこ と が 多い 。 

この 博多 駅 な ど は 公共 的 すぎ て 別に 何 を や っ て も 問題 は な い の だ が 、 な ん に せよ 、 

「 権 利 の 侵害 」 は 避け て 通ら な く て は いけ な い 。 


\ 
セ 
| 


ら 人 
PR 有 還 飲 RNNVATANP 
に 


3 
肛 
P 
拉 
し 4 


トー h 
/ イ Hf 9 コーマ 
aa こさ 

「 osimy や 
で Rev に 


TNI 
Y ペー ー プ SGS り 上 ーーー ヘ ーーー 
(こもっ を Se ミー 『 NTP 
に ま 、 W っ NM と り 
W 


て MSRSde ー IZA 


KO9K4W PESEW7S 


そん な わけ で 、 濾 辺 は 笠 務 中 に 妹 に 呼び 出さ れ て 、 職場 か ら そう 近く 
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し まい に ゃ 岩田 も 住吉 も フケ て き て いる 、 科 金 泥棒 ちゃ ん で ある 。 
ヌル し 、 市 外 安全 保障 司 、 ま っ た くも っ て 放 の 職場 で ある 。 
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[の 話 で ある 。 


F、 今 と な っ て は 別段 江 辺 の 妹 で な く て も よかっ た 気 も する 。 


っ た の か も し れ な い 。 


パカ ば っ か り の マン ガ に ちょ っ と 涼風 を 吹き こみ た 


けい は 、 設 定 上 の この 連中 の 親類 で 一 番 ま と も 


(立た な い ) キャ ラ だ 


も ある 。 


| こっ きり の ゲス ト に むい て し: 


ー 回 


MK の OUK4W PRESEA7S 


AAK(09DS7 yKE76/g00K 


T 


NN 
1 マス 鞍 4 ひ つ | い 供 語 パ で: 


SQ セン だ し 
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結 村 女 の 好 み は シ ビア な よう で ある 。 


に 渡辺 を お ちょ くり た い だ け な の で ある 。 


の 場合 維 ん で いる 理由 は 、 単 


岩田 は けい に 対し て まっ た く 拘 泥 し て いな い 。 
湊 辺 の 妹 と いう こと で 引い て いる と いう こと も ある の だ ろう が 、 
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く て ウズ ウズ し て いる の が わか る 。 


SO 


し 深入り し すぎ の 悪 が ある 。 
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ン で カッ ト 変え の み で 、 長 複数 人 数 で 会 話す る シー ン な ど を 


の あたり か ら す . 
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王 ん だ 感じ の 青春 トー ク . 
私 は 大 体 貧乏 性 な の で 

下 々 続け る と すご っ く 不 安 [ 
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彼 が この 後 、 誰 か に 帰省 を 促さ れる こと が お れ ば 、 渋 面 と と も に 「 俺 あい い 」 と 言う だ ろう 。 


渡辺 の 設定 の 一 郎 と し て 、「 女 系 家族 」 と いう の が ある 。 
彼 は 家族 が 決し て キラ イ で は な く 、 苦 手 な の で ある 。 


どう や ら 徹 底 的 に 「 か まう 」 タ イプ の 家族 と いう 設定 だ っ た 。 
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この へ ん で 皆 兄弟 設定 を ボロ ボロ バラ し や が っ て いる 。 
まあ 、 バ レ る と いう か 、 説 明 し て も 一 | 
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し 支え な いも の な の だ が 、 変 に 裏 が ある と 思わ れ て も ナン な の で 、 
この へ ん の 情報 は ぜん ぜん 本 筋 と は 関係 は な い 事 を 名 言 し て お く 。 


ちな み に 、 本 編 で も 例外 的 に 少し だ け 語ら れ て いる が 、 こ の 中 で 一 番 呼 肌 し い 家 放 の 事情 を 持っ て いる の が 岩田 で ある 。 
も と 彼 が 主人 公 と し て 形成 され た こと の 名 残 で ある 。 
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生え で みれ は 少く 5 
連載 開始 時 、 作 者 は 喫煙 者 


に PP がい い 央 煙 率 で ある 。 


90KV PRESEW7S 


| 


中 で せ U の 


革 WBmtnu・ ) NN ン ン グ て | ekP 


= Ds る PO た MI コ 
っ D ヤ ー い を 8 ソ ピー ーー 上 


) | pmws 
/ 屋 記 作 つ 一 答 ね つ 痢 で ヽ | プ に 7 
に CTPChCET に こっ MEN ー ャ ーー 
ン ンー 
ニニ トン デン 


N 


周 
愉 
財 
き 
き 
に : 
き 
き 
半 
き 


多分 、 バ カ ば か り の マン ガ を 書い て いる と た ま に は こん な 事 も し た く な る と 


っ きり と 常人 と 絡む ハイ アッ ト も 珍し い 、 と いう か 、 結 模 違 う 世界 抽 同 士 の 接触 で ある 。 


. の コン テ を お 茂 入 り に し た 理由 に な る が 、「 ま っ と うす ぎる 」 と いう の が 大 きい 。 


な ん だ ろう 、 当時 を 振り 返る 


語 KD0UKOUS7 SKE7OMgOO0K 


こう 
ーーe 

こび 

2 


ー 全 へ 
重き: 


3 
き 


/ ゝ ta 
Ju で ざ 軸 と 1 


編集 で 前 られ て いる が 、 本 来 この コン テ の 周り に は 簡単 な 枠 と 中 心 線 、 そ れ に 署名 と ナン パリ ング が 入っ て いる 。 
よう は 手製 の コン テ 用 紙 に 記入 し て いる わけ だ 。 
要する に 、 出 版 社 に FAX する 際 に 、 太 道 か ら の FAX で ある こと が 一 目 で わか る よう に と の 工夫 で 
家 さ ん で も や っ て いる こと で ある 。 
さら に 大 物 に な る と こん な 署名 じみ た も の 自体 いら な く な っ ちゃ うみ た いな の だ が 、 ま あ 関 係 の な い お 話 。 
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発展 させ られ る か も し れ な い 。 
だ が 、 こ の ゲス トキ ャ ラ で は こう いう 3 


か JSL 


きき TO TU 
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ジ を 受け る 、 と いう 部 分 は 、 も う 少し 突飛 な リア クシ 


前 の レベ ル に と ど め ざる を えな い 。 
そう いう 意味 で 、 ハ イア ッ ト は ヘン な 人 以外 と は 深く 関わ っ て は いけ な い キ ャ ラ な の で ある 。 
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こう いう エク セル の 地味 に 器用 」 な エビ ソー ド は キラ イ で は な い 。 


な に や ら 思い つく 限り の スキ ル を メモ レ て あっ た りす る が 、 こ の シチュ エー ショ ン だ け 切 り 取 っ て 
使う こと も ある か も し れ な い 。 


喫茶 店 と いう 場所 立て も 、 こ の 作品 で は 減 多 に 使わ な い 。 


主人 公 が 外食 を する シー ン 自 体 が いや に な る ほど 希少 だ か ら で あ る 、 食 事 シ ー ン は 妙 に 多い < 
まあ 経済 的 理由 な の だ か ら 仕 方 が な い が 。 
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この 回 は 設定 公開 大 安売り に な る 予定 で あっ た 。 
ハイ アッ ト が 自覚 上 、「 天 涯 独 」 で ある と いう の が この 回 初め て 語ら れる 予定 で あっ た 。 
つい で に 渡辺 の こと を な ん っ と も 思っ ちゃ いな いこ と も サラ リ と 言い きっ て いる 。 
まあ 明確 な 意思 表明 な ん て し て いな い の だ か ら 、 ハ イア ッ ト で な く と も あたり まえ な の だ が 。 
アク ロス サイ ド の キャ ラ の 路 歴 や 身元 は 、 ス トー リー に 直 に 触れ る の で 今 は 語ら な い が 、 


少な く と も 家族 が いな い 等 の 事実 は 、 ハ イア ッ ト に と っ て 特に 闘 異な 事 で は な い の で ある 。 
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し か し … そ れ に し て も この キャ ラ の リア クシ ョ ン は この 作品 に は 珍し すぎ た 。 

別に お か し な こと は レ て いな い の だ が 、 お か し な こと を し な いと この 作品 内 で は 浮い て し まう の で ある 。 
自然 、 ハ イア ッ ト と エク セル の リア クシ ョ ン も 普段 見 せな い 部 分 に 表 み 込ん で 行く 。 

エク セル の こう 言っ た リア クシ ョ ン を 書い て みた く て シチュ エイ ショ ン を 組み 立て た が 、 


や は り ゲス トキ ャ ラ と し て は この キャ ラ 、 妙 な 方 向 に た ち すぎ た 。 
57 フ AKOD9UKAV PCE9E7S 


ー ぐ 人 剛 刻 


ー 叶 放 ご Ok 
yr きき | 


喫茶 店 コン ト 終了 (コン ト か な あ ) 、 こ の 時 点 で 美咲 と 百道 は 少々 微妙 な 友情 関係 を 結ん で いる 
この 時 点 で 岩田 は この 一 連 の 話題 に 興味 を 失っ て いる 、 あ っ き ぼ い の で ある 。 
保障 局 サイ ド 、 特 に 蒲 廊 な ど は 、 山 の よう な 不動 産 を 所 有 し て いる と いう 設定 で 、 
この 程度 の 口利き は 手間 の うち に も 入ら な い だ ろ う 。 
美咲 が 渡辺 の 部 屋 で 食事 し て いる シチュ エイ ショ ン も 初め て で ある 。 
女性 一 人 の 場合 は 絶対 に 混ざら な い だ ろ う 
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住吉 日 く 、 こ の アバ ー ト は 破格 に 安い らし い 。 

わか り に くい が 、 こ の 回 は 六本松 出現 に 呼応 する 一 連 の 下地 的 な 回 の ひと つ で あっ た 。 
結果 、 一 階 の 中 2 室 は 六本松 が プチ 抜き で 使用 する こと に な る 。 

その 上 で 一 部 屋 、 美 咲 の 直下 が 空い て いる の だ が 、 さ て … 
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五 人 目 候補 が また どっ か に いっ て し まっ て いる 、 前 候補 は 大 霊界 まで 逝っ て いた が 。 
名 前 は 単なる 地名 ネタ で 、 コ ン テ 時 の み の も の な の で 気 に せ ぬ よ う 。 
名 詞 は 原稿 の ネー ム 時 に 調整 する こと が 多く 、 商 品名 な ども コン テ 時 に は 伏字 に し な い 。 

し まい に は メイ ン キ ャ ラ の 呼称 を 変え て いた りす る が 、 単 に 出版 者 の 人 が あき れる の が 
楽し い だ け の 内 給 受 け で ある 。 
呼称 で は な く 、 顔 まで 何 か の キャ ラ に 変え て いる こと が ある が 、 あ くま で コン テ 時 まで の こと な の で 、 
一 般 の お 客 さん に は 関係 は な い 。 
コル チャ ッ ク 笠 軍 の 黄金 云々 の 与 太 話 は 、… ま あ 、 気 が 向い た ら 「 夢 包 都 市 」 と いう 小説 を 
探し て みる と よい で し ょ う 。 
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この 本 を 手 に し て いる 方 へ … 
お 気づき か と は 思い ます が 、 こ の 本 は 単行 本 6 巻 の 『 穫 始末 」 で す 。 


封筒 いっ ぱい の オミ ッ ト 原 稿 … 
それ と 共に 聞 に 放り 込ま れ て 行く ネタ 達 … 
単行 本 6 巻 で は 、「 あ の ペー ジ は どこ に いっ た ん だ この 野郎 」 と か 、 
暖か い 疑 問 の 声 が 出る よう な 単行 本 作り を し て し まい まし た 。 ンジ 


そう いう 意味 で は 、 こ の 本 は 、 
本 来 「 ぜ い 肉 」 に あたる 部 分 を フォ ロー し た わけ で す 。 

し か し 、 単 行 本 の 構成 上 で は 「 ぜ い 肉 」 に され て し まう 購 
部 分 で も 、 雑 誌 掲載 時 に は きち ん と メイ ン で あっ た わけ 


本 来 商 業 ペー ス の 作品 の 一 部 で ある に も か か わら : 
こう いう か た ち で し か 発表 の 方 法 は あり ませ ん で し 

単行 本 製 1 に お ける 、 作 者 の わが まま の 結果 で 

で きれ ば 、 単 行 本 で し か 自作 品 を 知ら な い 方 に こ 診 
優先 的 に 読ん で ほし い 。 


選べ る 立場 で は な いけ れ ど 、 願 わく ば 、 
これ を 読ん で いる あな た に と っ て 、 こ の 本 の 内 容 が 
味 読 の も の で あり ます よ - 


そこ で 、 い くつ か の ボツ エピ ソー ド の 中 か ら 、 コ ン テ を ひと つ 、 掲 
これ は ボツ … と いう か 、「 本 誌 で 皇 か な く て も いい エピ ソー ド 」 
に ん な こと が 、 彼 ら の 間 で 起こ り まし た 、 
で も 、 大 筋 と は 全然 か ん けい あり ませ ん 」 と いう お 話 。 
「 と ある 日 、 こ ん な こと が あっ た ん だ 」 的 な 軽い 気持 ち で 
読ん で い る と 嬉し いで す 。 
いく つか の キャ ラク ター ラフ の 類 も 収録 し まし た 、 
我々 スタ ッ フ 一 同 が いか に 楽し ん で エク セル ・ サ ー ガ を 
描い て いる か 、 少 し で も 伝われ ば 幸い で す 。 
それ か ら 、 こ の 本 の 装丁 に あたっ て 多大 な 作業 を 負 提 
た に めそ ・ 螺 旋 の 両 名 に 、 心 か ら の 感謝 を 。 
か っ こい い 本 に な り ま し た 、 あ り が と う 、 本 編 の アシ も 


それ で は 、 最 大 の 感謝 は 、 こ ん な 挫 文 に まで 日 を 
また の 機会 に 。 


弐 千年 八 月 大道 神 士 
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